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DDGSを肥育豚用飼料に配合した場合に

屠体成績や脂肪の品質に悪影響があるが、

出荷直前に DDGS の配合を休止すること

で枝肉歩留や脂肪の品質低下を防止できる

ことがこれまでの研究で示されている。一

方、免疫学的去勢製剤（Improvest 注））に

よる去勢（生後 11週齢以降および出荷 4～

6 週前の 2 回、耳根部に皮下注射する）を

行った場合、2 回目の投与以降に飼料摂取

量と増体率が急速に高まることが知られて

いるが、その際の DDGSの利用と配合休止

の影響等については明らかではない。そこ

で、2 回目の免疫学的去勢製剤投与時以降

に DDGS の給与を休止した場合の屠体成

績などに及ぼす影響について検討した。 

試験には、平均体重 24 kg の子豚を 1,3

60頭用い、去勢方法（①外科的去勢および

②免疫学的去勢（試験開始後 74 日目に 2

回目を投与））と、DDGS の給与期間（①

試験期間中を通じてトウモロコシ・大豆粕

主体の対照飼料を給与、②試験期間中を通

じて DDGS 30％配合飼料を給与、および

③試験開始後 75日まではDDGS 30％配合

飼料を給与し、以後試験終了時まではトウ

モロコシ・大豆粕飼料を給与）を組み合わ

せた 6区を設定し、1豚房に 27～29頭収容

した 8 豚房ずつを無作為に割り付けて 107

日間あるいは 125日間飼育した。なお、試

験に用いた DDGS の粗たん白質（CP）含

量は 27.3％、粗脂肪含量は 10.7%（原物値）

であった。 

その結果、DDGSの継続給与群および途

中休止群の試験全期間における増体量およ

び飼料摂取量は対照飼料給与区と差がなか

ったが、飼料要求率は有意にすぐれた。ま

た、免疫学的去勢群では試験全期間の増加

量および飼料摂取量が外科的去勢群に比べ

て有意に多く、飼料要求率も有意にすぐれ

た。なお、これら発育成績には DDGSの給

与と去勢方法の違いとの有意な交互作用は

認められなかった。 

DDGS継続給与群の枝肉歩留は対照飼料

給与群に比べて有意に低下したが、途中休

止群の枝肉歩留は対照飼料給与群と差がな

かった。また、DDGS継続給与群の枝肉歩

留の低下傾向は、外科的去勢群に比べて免

疫学的去勢群で顕著であった。 

DDGSの休止により各部脂肪（あご、背、

腹）の一価不飽和脂肪酸（MUFA）および

多価不飽和脂肪酸（PUFA）の減少、飽和

脂肪酸（SFA）の増加ならびにヨウ素価の

低下が認められたが、その傾向は外科的去

勢群に比べて免疫学的去勢群において著し

かった。 

 

注）Improvest：わが国ではインプロバックという商品名で市販されている。 


